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を対象とした。有効回答数は 19.0%にあたる 182 名だった（男性 90 名，⼥性 73 名，性別
未回答 19 名）。そのうち、統計解析に関する質問項⽬には 110 名が回答し、授業でソフト
を利⽤した授業を展開していたのは 60 名だった。 
アンケートは無記名⽅式による個別の Web 調査とし、⽀援組織で実施しているアンケー
トの⼀部として、Google 社が提供する Google フォームを⽤いて Web フォームを作成した。
アンケートでは、「授業または研究で使⽤した統計解析ソフト」と「授業または研究で使⽤
した統計⼿法」について尋ね、それぞれ多肢選択⽅式（⾃由記述含む）で回答を求めた。 
調査は ICT 教育に関わるアンケートの⼀部として 2017 年 1 ⽉（後期の授業最終週）から 2
⽉まで実施した。⼤学ポータルサイトを経由した依頼と各教員が所属する研究科の事務室
を経由したメールによる依頼を各 2 回⾏った（1 回⽬：2017 年 1 ⽉，2 回⽬：2017 年 2 ⽉）。
参加は任意とし、Web サイト上にリンクを置いた Web フォームから求めた。 







参加者は、学習院⼤学⽂学部の学⽣ 99 名を対象とした（男性 19 名，⼥性 80 名）。 
-77-








学⽣を対象とした調査では、SPSS を使⽤していた学⽣は 84 名、R を使⽤していた学⽣は
1 名に限られた（Figure 2 参照）。また、市販されているテキストなどよりも授業中に使⽤し

















Figure 4. マニュアルの⼀部 
作成した WEB テキストは、⽀援組織の WEB ページで公開している（https://www-
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